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仏グリーンビルディング
高い環境基準(HEQ) 

認定制度
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2 エネルギー目標

目次

1 高い環境基準認定制度(HQE®)
•事例

•関連設計ツール

3 将来展望、国際展望
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制度の目的：

• HEQアプローチ(HQE®)の信頼性確保

• ハイクオリティな建築プロジェクト

HEQ認定制度

認定制度確立以前の状況

• グリーンビルディングプロジェクト増加

• 品質の自己宣誓→ルールの必要性認定
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認定制度の内容

認定制度：2つの側面

• 建築プロジェクトのマネージメントシステム
(PMSフレームワーク)

• 建物の環境クオリティ：14の環境目標
(EQBフレームワーク) 

PMS
framework

EQB
framework

CERTIFICATION RULES

PMS
フレームワーク

認定ルール

本認定制度の特徴は、
この“2つの側面からなる”

コンセプト(プロセスと結果指向)である。

EQB
フレームワーク



3

第19回日仏建物会議、2006年11月15日 5

建物の環境クオリティ
(EQBフレームワーク) 

14の環境目標

敷地及びエコ建築
目標1：建物と周辺環境の関係
目標2：建築用製品、システム及びプロセスの総合的選択
目標3：建築場所への影響小

エコマネージメント
目標4：エネルギー管理
目標5：水質管理
目標6：建築廃材管理
目標7：メインテナンス－環境性能保全
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建物の環境クオリティ
(EQBフレームワーク)

快適さ
目標8：快適温度/湿度
目標9：騒音と音響効果
目標10：照明
目標11：臭気

健康
目標12：健康面からの空間条件
目標13：屋内空気質
目標14：水質(衛生)
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インジケータ/要件例

• エネルギー：kWh/m2.an、RT2000規則参照

• エミッション：CO2、eqSO2、放射性廃棄物

• 水：飲料水(m3)
• 材料：prNF P01-010参照、適性、耐久性、保守、室内空気クオリティ

• 建築廃材：定量化、手順

• 快適温湿度：温度、空気流速、夏季/冬季、(空調&自然換気) 
• IAQ：汚染物質のエミッションと換気効率

定量的アセスメントと定性的アセスメントのミックス
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マネージメントシステム(PMSフレームワーク) 

定義 建物所有者が事業プロセスのクオリティを管理する時に
使用するエレメント

例

• 14の環境目標の優先順位をローカルな要件や関係者のニーズを考
慮して決める。

• プロジェクト実施組織、責任、相互作用等の定義

建物所有者の責務

• プロジェクト開始の決定から建物納入までのプロジェクト全体を通して環境
マネージメントシステムを実施しなければならない。

• プロセスの途中の幾つかのステップで建物の環境性能を評価しなければな
らない。
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環境プロファイル

Basic level

Good level

Very Good level

Environmental profile 
according to the 14 issues 

3 issues 
at 

least 4 issues 
at least 7 issues at most

基礎レベル

良いレベル

非常に良いレベル

14の環境目標に沿った
環境プロファイル

最低
３つの
課題

最高７つの課題
最低４つ
の課題
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認定制度のプラクティス

認定機関(CSTB)は下記の評価を行う検査員を指定する。

• マネージメントシステム

• 建物の環境性能

オーディット(審査)は工事の3段階で実施する。

• 建設プロジェクトの説明フェーズ終了時点

• 設計終了時点

• 建設終了時点
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フランスでの建物環境認定

その他の関係者：
建築士等

NF Logements – Démarche
HQE®

(2006年末)

その他の建物(ホテル
等)、及び、建築後(運用
中)フェーズの認定は

2007年以降

将来

CSTB / CEQUAMICerqual / Cerqual Patrimoine
(QUALITEL)CSTB / Certivéa 認定機関

2006年5月から実施
1. 2003年から実施
2. 2006年から実施

事務所及び学校を対象
に2005年2月から実施

実施状況

NF Maison Individuelle 
- Démarche HQE®

1. Habitat et Environnement
2. Patrimoine Habitat et Envt

NF Bâtiments Tertiaires -
Démarche HQE®認定制度名

一戸建住宅
建築業者

集合住宅用建物非住居用建物適用
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非住居用建物のCSTB認定

• 認定マーク：« NF bâtiments tertiaires – démarche HQE® »
• 取得は任意、2005年2月から実施、対象は事務所及び学校の新規建築(又は建替

え) 
• オーディットは3段階で各1回実施：説明終了時、設計終了時、完工時

• 認定機関：Certivéa (CSTB) 、 AFAQ-AFNOR
• 現時点で31の建物が(1フェーズ以上)認定済

– 民間20、官公庁11
– 事務所24、学校7 
– 現在、3つの事務所建物が3フェーズ共認定済である。

• 今後の展開：ショッピングセンター、ホテル、ロジスティックスを対象に加え、さらに、
事務所/学校建物については建築後(運用中)フェーズの認定を追加する。

• 次のステップ：« NF ouvrage – démarche HQE® »に向けての調整
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HQE®アプローチと標準化

フランス
• NF P01-010(2004年12月)及びNF P01-020-1(2005年3月)：環境製品宣

言書式(LCA)、及び、建物の環境特性及び衛生特性(14目標)の説明フレー
ムワーク *

• GA P01-030(2003年6月)：環境マネージメントシステム：建築へのISO 
14001の適用 *

* :直接のHQE®要件

国際
• ISO：ISO TC59/SC17(持続可能な建築)への参加(数年)
• CEN：最近になってCEN TC350への参加
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認定結果

• 採点(指定項目の合計点)、項目別の点数は
考慮しない

• 点数は認定証に明記される

ブランケフォート高校
(Aqiutaine)

敷地及びエコ建築

建物と周辺環境の関係

建築用製品、システムの総
合的選択

建築場所への影響小

エコマネージメント

エネルギー管理

水質管理

建築廃材管理

メインテナンス

快適さ

快適温度/湿度

騒音と音響効果

視角的快適さ

臭気

健康

健康面からの空間条件

屋内空気質

水質（衛生）

評価 良い 非常に良い
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例

事務所建物

水質（衛生）

屋内空気質

健康面からの空間条件

臭気

照明

騒音と音響効果

快適温度/湿度

メインテナンス－環境性能保全

建築廃材管理

水質管理

エネルギー管理

建築場所への影響小

建築用製品、システム等

建物と周辺環境の関係

目標
非常に
良い良い基礎レベ

ル

最終負荷位置でのエネ
ルギー消費量(年間)

CO2排出量(年間)

設備投資額

建築事務所：Brenac and Gonzalez  

(HVAC+電気)

(HVAC+電気)
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例

町役場Mureaux 
非常に
良い良い基礎レベ

ル

水質（衛生）

屋内空気質

健康面からの空間条件

臭気

照明

騒音と音響効果

快適温度/湿度

メインテナンス－環境性能保全

建築廃物管理

水質管理

エネルギー管理

建築場所への影響小

建築用製品、システム等

建物と周辺環境の関係

目標

最終負荷位置でのエネル
ギー消費量(年間)

CO2排出量(年間)

設備投資額

(HVAC+DHW+電気)

建築事務所：Ester et Barlatier



9

第19回日仏建物会議、2006年11月15日 17

建物設計ツール：14環境目標

CSTBは認定作業用ツールの開発をスタートする。

例：
Shading by overhang機能(画面)はバルコニー、ベランダ、キャノ
ピー等によってできる日陰を可視化するためのツールである。
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建物設計ツール：14環境目標

例：
Daylight機能(画面)はワーキングプレーンレ

ベル上の任意の位置での日照係数と照度を
求めるためのツールである。
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例：サイトプランニング
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建物エネルギー効率：
持続可能な建物へのロードマップ

エネルギー利用強度vs.住居統合目標

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
強
度

(B
A
水
準
＝

1)
 

住居エネルギー目標

40%削減

50%削減

70%削減

オンサイトエネルギー目標

オンサイトエネル
ギー30%(2020年) 

出典：Building America
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高効率建築材料(窓)

Office building

High 
levelGood levelBasic 

level

ガラス製造社1[1]
ガラス製造社2[1]
市場化[17]  
先端計画[17]

U値(W/m2K) 

1枚ガラス

二重防熱
ガラス

三重防熱
ガラス、
アルゴン封入

二重
ガラス、
コーティ
ング、
アルゴン
封入

三重
ガラス、コー
ティング、
クリプトン
封入 キセノン

封入

ホイル/
フィルム
積層ガラス

真空ガラス

出典：Jakob/Madlener (2003), Binz and Schneider (2000) 
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例：多機能建物

エネルギー製造&
太陽光遮蔽出典：Prot. Armin BINZ – FHBB Bale 
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例：高効率照明

0 10 20 30 40

installation
type

reglementation
2000

solutions
disponibles

cible

kWh/m2

目標

既存の
ソリューション

フランス規則
2000 

現状設備
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HQE®アプローチのメリット

• 横断的、多基準アプローチ

• 相互影響：相互に影響する全ての問題(エネルギーと快適さ等)を同時に考慮で
きる。

• 建設プロジェクトは、地域性やその他のローカルな特性、あるいは、建物所有
者(又は契約主体)の環境ポリシーに応じて個々に優先順位が異なる。HQE®で
は環境目的をフレキシブルに設定できる。

• フィージビリティスタディと設計検討に重点に置いている(定型的ではない)。プロ
ジェクトに高付加価値を与えることができる。

• 現行規則をはるかに超える要件。将来の規則要件を見越している。

• 建物所有者にとって、建設プロジェクトの環境マネージメントが重要である。より
有効な組織と品質管理により、目標達成を可能にする。
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HQE®アプローチのメリット

• HQE®はユーザ、隣接地域、監督官庁等、関係者全員の視点を考慮する。

• HQE®は経済的制約を考慮し、ライフサイクルコストの考え方に立って長期的目
標の達成を目指す。

• 知識や技術の進展に伴い、そこからのフィードバックを生かしてHQE®を定期的
に更新していく。

• HQE®のアプローチは国の政策(エネルギー性能目標等)を実行するためのイン
センティブな手段を提供できるものである。

• HQE®のアプローチは、基本原則は変えずにその具体的な中身を調整すること
によって世界中で様々な場面(用途)に適用することができる。

• HQE®から持続可能な開発へ：社会的、経済的側面への配慮、周辺地域とのリン
ク
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HQE®から持続可能な建物、
隣接地域及び街へ

HQE®のアプローチに含まれている：

• 多基準(目標)による地域環境とのリンク(目標1) 

• 全関係者(ユーザ、隣接地域)の希望とニーズの統合

• プロジェクトの全フェーズでライフサイクルコストを考える

• PMSにより、次のプロジェクトに向けてより良いプラクティスを見つけ
ることができる。

現状と将来展望：

• 持続可能な(HQE®)ロードのための新しい設計コンセプト

• 持続可能な新しい街のプロトタイプ：中国及びその他の国の市街地
に適用
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持続可能な設計のための
ハンドブック(中国用)、CSTB作成

• 中国等では、建設プロジェクトは地
域ベースで計画される。つまり、機
器/サービスや技術ネットワークを備

えた小さな一つの町がその場所に
形成されるということである。

この場合、エコロジーから社会的な

視点まで、都市としてのクオリティが
重要な課題となる。

国際展開(例)
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結論

多機能ビルディング

マネージメント
(建物所有者、エンジニア、

建設会社) 

新エネルギー/
システム

バイオクライマティック
ビルディング

(サイトプランニング) 

CSTBのモットー“建築の将来”
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ご静聴ありがとうございました。


